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人口減少や高齢化が進む中、地域の活力を維持することが
重要となっています。医療・福祉施設、商業施設や住居など
の立地の集約を図り、高齢者も安心して暮らせるよう、地域
公共交通と連携して、コンパクトなまちづくりを進めます。

コンパクトなまちづくりの推進

これまで全国的な都市の傾向として郊外開発が進み、
市街地が拡散してきました。今後は急速な人口減少が
見込まれる中、都市をコンパクト化して、医療・福祉・
子育て支援・商業などの都市機能を都市の中心拠点や、
生活拠点に集約を図る必要があります。高齢者をはじ
めとする市民の皆さんが、日常生活に必要なサービス
を身近に受けられるようにするためには、集約した拠
点へのアクセスや拠点間相互のアクセスを確保するな
ど、公共交通の維持・充実について一体的に検討する
必要もあります。

このようなことから、行政と市民の皆さんや民間事
業者が一体となったコンパクトなまちづくりを促進す
るため、立地適正化計画制度が創設されました。
立地適正化計画

コンパクトシティ形成に当たっては、都市全体の観
点から、まちづくりに関わるさまざまな関係施策と連
携を図り、総合的に検討することが必要です。この計
画を策定することで、都市計画法を中心とした従来の
土地利用の計画に加えて、居住機能や都市機能の誘導
でコンパクト・プラス・ネットワーク形成に向けた取
り組みを推進します。
コンパクト・プラス・ネットワーク

コンパクト・プラス・ネットワークは、都市機能の
集約などを進める都市のコンパクト化と、公共交通網
の再構築をはじめとするネットワークの構築によるコ
ンパクトシティの形成を目指すものです。居住や都市
機能の集積による「密度の経済」による効果を通じて、
市民の皆さんの生活利便性の維持・向上、地域経済の
活性化、行政コストの削減、地域環境への負荷の低減
などの具体的な行政目的を実現するための有効な政策
手段です。

計画策定に向けて

当市では、総合計画で立地適正化計画を平成 30 年
度までに策定し、計画を踏まえ取り組みを展開するこ
とを達成目標に設定しています。市全体の観点から拠
点連携型都市構造について、多様な主体の参画を得な
がら検討し、将来に渡って持続できるまちづくりの推
進を図ります。

昨年度に基礎調査を実施し、現状把握や市民意向の
把握、都市構造の分析、将来都市構造の検討を行いま
した。この中で、都市機能、居住誘導、地域公共交通
の構築について、基本方針を定めました。今年度は、
基礎調査の結果を踏まえ、立地適正化計画の素案を作
成します。素案は、庁内関係課長で構成する立地適正
化計画策定庁内検討委員会で検討し、学識経験者や市
民団体代表者などで構成する立地適正化計画策定アド
バイザリー会議の意見を聞きながら作成していきます。

立地適正化計画の検討をするため、年３回程
度の会議を開催します。　
対象／市内に住んでいる 20 歳以上の方
定員／２人
任期／７月 15 日～平成 31 年３月ごろ（計画

策定完了まで）
応募方法／まちづくり課にある申込用紙に必要

事項を記入し、提出してください。市公式ウ
エブサイトからダウンロードできます。
応募期限／ 6 月 30 日㈮［必着］
その他／選考結果を後日、連絡します。
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立地適正化計画　平成 30 年度に策定
今年度、立地適正化計画策定アドバイザリー会議を設置


